


①対象区域

②広報関係

③係留船舶実態調査

④強制的な撤去措置

⑤民間マリーナ調査

⑥暫定係留施設

⑦恒久的係留保管施設

⑧重点的撤去区域の設定（河川）

⑨放置等禁止区域の指定（港湾）

⑩条例制定の要否・可否について

11

▼協議会において協議・検討
 していく基本事項(10項目）

※対象区域

▼協議会対象区域

（１）前回までの協議事項
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（１）前回までの協議事項

●係留区域の設定

占 用 主 体

民間事業者への許可

民間事業者の施設へ
係留させる対象船舶

占用主体の決定に向けた調整

河川管理者・港湾管理者において許可
を行う

営利目的、法人所有（使用）のほか、
民間施設への係留対象船舶を選定

撤去後の保管場所

撤去対象船舶

新たな保管場所の確保を目指す

所有者判明船についても
所定の手続を経て強制撤去を始める

●重点的撤去区域の拡大（河川管理者）

係留場所の確保増

係留対象船舶の減

▼今後の展開

▼受け皿施設への対象船舶とする３条件

①漁船登録の検認を受けている、又は、船舶検査書の有効期間内である。
②漁船法、小型船舶の登録等に関する法律などに違反していない。

（船舶への登録番号の表示など）
③所属漁協、又は、船籍港が伊勢市内となっている。
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1

10

4
2

8

3

9

6 7

5

現状施設の活用を認める箇所

民間事業者を活用する箇所

今一色漁港区

1

一色町物揚場施設

2

一色町地先船溜まり

3

秀英工業

10

神社「海の駅」

5

大湊川（宮川合流点側）

6

防潮水門下流左岸

4

ゴーリキマリンヴィレッジ

8

マリーナ伊勢

9

大湊川(五十鈴川合流点側)

7

占用主体が決まり
許可を受けるまで
は、係留を認める
区域とはならない。

▼係留場所の確保

占用手続き完了 占用手続き完了 占用手続き完了

伊勢市占用

（１）前回までの協議事項
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１）重点的撤去区域の設定（拡大）

▼重点的撤去区域(H23.4.1より拡大)

平成23年4月1日、勢田川の重点的撤去区域を拡大しました。

（２）報告事項



河川名 左岸 右岸 計

勢 田 川 254 225 479

五十鈴川 102 267 369

大 湊 川 64 34 98

計 420 526 946

対象区域で９４６隻

55

勢田川

五十鈴川

大湊川

▼平成23年6月調査結果

平成23年6月時点の調査結果は946隻錦水橋

清浄坊橋

北新橋

湊橋

一色大橋

勢田川防潮水門

勢田川橋

勢田大橋

平成22年1月時点の調査結果は951隻

２）係留船舶実態調査（更新）
（２）報告事項

２隻

２隻

２隻

２隻

１隻

２隻
５隻

２隻

１隻

４０隻

３５隻

５０隻

９２隻

１９隻

４９隻

８２隻

８８隻

５隻

７隻

２隻 ５３隻 ９隻

９２隻

１９１隻

７６隻
２隻

１隻

１隻

２１隻

１０隻

２隻
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係留船舶数
（951隻）

船溜り以外
（600隻）

船溜り
（351隻）

所有者
判明

（493隻）

所有者
不明

（107隻）

所有者
判明

（295隻）

所有者
不明

（56隻）

係留船舶数
（927隻）

船溜り以外
（577隻）

船溜り
（350隻）

所有者
判明

（499隻）

所有者
不明

（78隻）

所有者
判明

（304隻）

所有者
不明

（46隻）

▼平成22年1月調査結果 ▼平成23年6月調査結果

２）係留船舶実態調査（更新）
（２）報告事項

民間事業者の占用手続き

 
完了により、放置状態が
解消された船舶１９隻
→Ｐ７参考



空き数（５隻） 陸上保管の空き数
（４０隻）

水面保管予定数
（１８隻）

空き数（３０隻）

ゴーリキマリンヴィレッジ マリーナ伊勢 秀英工業

民間の３施設について、占用手続きが完了しました。

77

３）係留場所の確保
（２）報告事項

解消された放置船舶の数
（１９隻）

（※神社「海の駅」２隻含む）
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係留対象船舶数
約630隻

係留可能隻数
約570隻

▼現在の状況

受け皿係留施設を
引き続き検討

係留船舶数
927隻

船溜り以外
577隻

船溜り
350隻

所有者
判明

499隻

所有者
不明
78隻

所有者
判明

304隻

Ｐ３の①②③の

 

条件を
満たしている

370隻

満たして
いない
129隻

Ｐ２の①②③の

 

条件を
満たしている

269隻

撤去対象
約300隻

約60隻不足

〈現状施設〉
1.今一色漁港区

 

約２１０隻
2.一色町物揚場施設

 

約１０隻
3.一色町地先船溜まり

 

約５０隻
4.防潮水門下流（左岸）

 

約１００隻
5.神社「海の駅」

 

０隻
6.大湊川（宮川合流点）

 

約３０隻
7.大湊川（五十鈴川合流点）

 

約８０隻
〈民間事業者施設〉
8.ゴーリキマリンヴィレッジ

 

約３０隻
9.マリーナ伊勢

 

５隻
10.秀英工業

 

約６０隻

係留可能隻数の内訳

満たして
いない
35隻

所有者
不明
46隻

※P２の①②③の条件を満たさない船舶は、
現状施設（１～７）への係留を認めない。

▼対象船舶の絞り込み

３）係留場所の確保
（２）報告事項
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▼新聞記事

中日新聞(H23.2.21)

▼三重河川国道事務所ホームページ
第４回協議会開催について

４）広報関係
（２）報告事項



▼三重河川国道事務所のホームページ

1010

重点的撤去区域設定（拡大）について

▼伊勢市の広報誌「広報いせ」

H23.5.15号

 

7ﾍﾟｰｼﾞ

▼伊勢市のホームページ

４）広報関係
（２）報告事項
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▼現地への公示

４月１日、勢田川防潮水門右岸に公示

４）広報関係
（２）報告事項

▼対象船舶所有者への注意喚起

重点的撤去区域設定（拡大）について

６月２３日、６箇所に設置
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５）その他
（２）報告事項

▼東日本大震災の船舶被災状況

※写真はすべて宮城県石巻市【北上川下流河川事務所ＨＰより】



《占用許可施設》

・民間事業者（占用手続き完了）

（Ｐ３

 

～

 

）

・現状施設

 

（Ｐ３

 

～

 

）1

108

7

1313

１）今後の進め方について
（３）協議・検討事項

係留先が民間事業者施設の
対象となる船舶

①

③

現状施設への係留を振り分け

課題：

係留対象船舶をどのように振り分けるか？

②

係留場所の確保増 ★併せて、３条件（P２)を満たした係留対象船舶を
占用許可施設へ誘導する。

課題：受け皿係留施設の不足

課題：占用主体、管理主体などとの協議

（地方自治体、自治会、漁協など）

係留を認める区域の占用主体の決定
課題：

津波被害等を想定し、現状施設への係留対象とす

 る船舶をどのように選定するか？

→係留対象とならなかった船舶を民間事業者へ

 斡旋する
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１）今後の進め方について
（３）協議・検討事項

係留対象船舶の減

１．緊急的対策

・沈廃船、老朽化船の撤去

・所有者判明・不明及び船種を問わず撤去

２．段階的対策

・上記以外の船の撤去

【優先順位】

（１）所有者不明船

（２）船溜まり外でＰ２の条件①～③を満たさない船

（３）船溜まり内でＰ２の条件①～③を満たさない船

《船舶の保管場所》

河川：勢田川排水機場

港湾：野積場

合計：約２０隻

船舶所有者への撤去指導

強制的な撤去措置

課題：保管場所の追加確保
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１）今後の進め方について
（３）協議・検討事項

係留を認める区域（１０箇所のうち残り６箇所）の占用主体及び管理主体を決

 める必要がある。

課題

現状施設（係留可能隻数：約４９０隻）への係留を認める船舶をどのように選

 定するか、その上で対象とならなかった船舶を民間事業者へ斡旋する。

課題

撤去対象約３００隻の強制的な撤去措置を段階的に進めるが、現段階では、

 船舶の保管場所が約２０隻分しかない。撤去措置を早急に進めるためには、

 保管場所を追加確保する必要がある。

課題

受け皿となる係留施設が約６０隻不足しており、その確保が必要である。

課題

係留場所を振り分ける際には、それぞれの施設の特徴を考慮した上で、占用

 主体、管理主体と協議をしていく必要がある。

課題

係
留
対
象
船
舶
の
減

係
留
場
所
の
確
保
増



２）係留場所の確保
（３）協議・検討事項

▼現状施設と民間事業者施設への係留方針

▼係留方針イメージ

1616

現 状 施 設
・小さな船舶をできるだけ数多く係留し、往来しやすくする。

・緊急時、迅速に陸揚げ等の対応が可能な船舶を係留する。

民間事業者施設
・喫水の深い大きな船舶を係留する。

・緊急時の陸揚げ等の対応に時間を要する船舶を係留する。

（解説）

１．現状施設に比して、民間事業者施設の方が、

 管理水準が高く、大きな船舶も係留可能である。

２．流水阻害の大きさ、水質事故発生時の被害の

 大きさ、あるいは洪水・高潮・津波時に堤防、民家

 等に与える被害の大きさ等は、基本的に船舶の

 大きさに比例して大きくなるが、一方で、緊急時の

 対応力（係留場所と自宅が近い等）が高ければ、

 小さくできる場合もある。

小 大

現状施設

民間事業者施設

緊
急
時
の
対
応
力

船舶の大きさ

高

低



①～③条件を
満たしている

182隻

1717

河川管理者による
 強制的な撤去措置

重点的撤去区域内
船舶数267隻

沈廃船・老朽化船
2隻（所有者判明）

その他
265隻

強制的な
撤去措置

所有者判明
262隻

所有者不明
3隻

①～③
条件以外

80隻

▼重点的撤去区域内における撤去措置の流れ

係留区域への移動

＝強制的な撤去措置の優先順位

ただし、所有者が判明した船舶については、所有者へ

 
の撤去指示から行うため、６～７ヵ月の期間を要する。

３）強制的な撤去措置
（３）協議・検討事項
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▼警告書設置による自主撤去等の状況

３）強制的な撤去措置
（３）協議・検討事項

撤去済

1

撤去済

6

8

自主撤去予定

3

自主撤去予定

4

自主撤去予定

10

自主撤去予定

11

自主撤去予定撤去済

7

2

自主撤去予定

5

自主撤去予定

8

9

1

6

3
4

10

11

7

2

5

9

自主撤去予定

河川管理者による強制的な撤去措置
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▼今回の強制的な撤去措置について

３）強制的な撤去措置
（３）協議・検討事項

河川管理者による強制的な撤去措置

1

指示書（沈廃船）

6

公告

5

公告

1

5

6

3

4

2

公告

2 3

指示書（沈廃船）

4

公告



４）放置等禁止区域の指定
（３）協議・検討事項

占用主体、管理主体の決定

放置等禁止区域の指定

①～③の条件を満たさない
船舶への強制的な撤去措置

2020

放置等禁止区域とは‥‥
港湾法第３７条の３の規定に基づき、みだりに

 船舶その他指定した物件を捨て、又は放置する

 ことを禁止する区域をいいます。

・放置等禁止区域の指定は、係留場所及び放置船舶

 解消の見通しの整った場所ごとに指定。

・①～③の条件を満たさない船舶への撤去命令、強

 制的な撤去措置は、放置禁止区域指定後に実施。

その後

所
有
者
不
明
船
及
び
沈
廃
船
等

 

の
処
理
は
、
随
時
実
施



H22.3H21.11 H22.7

協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
事
項
の
確
認

重
点
的
撤
去
区
域
（河
川
）
設
定
の
考
え
方

強
制
的
な
撤
去
措
置
に
つ
い
て

係
留
船
舶
調
査
・
所
有
者
調
査
結
果

対
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

重
点
的
撤
去
区
域
（
河
川
）
に
つ
い
て

強
制
的
な
撤
去
措
置
に
つ
い
て

重
点
的
撤
去
区
域
（河
川
）
の
拡
大
に
つ
い
て

船
舶
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト

係
留
区
域
の
設
定
に
つ
い
て

今
後
の
強
制
的
な
撤
去
措
置
に
つ
い
て

H23.2

放
置
等
禁
止
区
域
に
つ
い
て

強
制
的
な
撤
去
措
置
に
つ
い
て

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

係
留
船
舶
調
査
・
所
有
者
調
査
結
果

H23.7

2121

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

再
係
留
防
止
対
策
に
つ
い
て

係
留
区
域
に
つ
い
て
（
占
用
主
体
）

強
制
的
な
撤
去
措
置
に
つ
い
て

H24.2

（４）その他

勢
田
川
等
水
面
利
用
対
策
協
議
会
の
設
立

勢
田
川
等
水
面
利
用
対
策
協
議
会
（第
２
回
）

勢
田
川
等
水
面
利
用
対
策
協
議
会
（第
３
回
）

勢
田
川
等
水
面
利
用
対
策
協
議
会
（第
４
回
）

勢
田
川
等
水
面
利
用
対
策
協
議
会
（第
５
回
）

勢
田
川
等
水
面
利
用
対
策
協
議
会
（第
６
回
）

▼今後の予定
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